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1  は  し め に

前報
2)の では肥料の種類,追肥時期,年次間差等が食味

関連成分の内,玄米の蛋自濃度にどのような影響を与える

かを報告 した。

今回は品質等級を決定する_Lで重要である,外観品質と

玄米養分濃度及び養分の集積経過等について検討 した。

2試 験 方 法

1)細粒グライ土に基肥窒素量 3 kg/10a(少肥区),7
kg/10a(多肥区)と し,5月 10日 にササニシキ,ひ とめ

ばれ稚苗を222株/ピ手植えした。燐酸,加里の基肥量は

共通としてそれぞれ75,5 8kg/10aを施用 した。追肥は

無追肥,減数分裂期追肥 (7月 24日 ),幼穂形成期十穂揃

期追肥 (7月 10日 +8月 6日 )を組み合わせ,窒素成分で

2 kg/10aを 施用した。

2)品質調査 :粒厚18皿以上の精玄米2∞粒前後を肉眼

観察によって活青粒,腹自粒,心自粒,乳自粒,発芽粒 ,

完全粒の6項目に分類 した。

3)分析方法 :窒素,燐酸は硫酸過酸化水素分解オー ト

アナライザーによる比色法,加里は分解液を炎光法により

測定 した。

3 結果及び考察

図 1は幼穂形成期+穂揃期追肥区の粒質割合である。ひ

とめばれの方がササニシキにくらべて活青粒,腹自粒,心

自粒,発芽粒が少なかった。また,ササニツキは基肥窒素

zササニツキ少肥 圏 ササニツキ多肥

図 ひとあぼれ少肥 杉多ひとめばれ多肥

量が多くなるほど,完全粒の割合が低下 したが,ひ とめぼ

れでは基肥窒素量の多少に関係なく,完全粒割合はほぼ95

%であった。

田代
1)ら によると腹自粒は,複粒でんぶん粒FF5に 空隙が

形成され,光の透過性が低下することによって生ずるもの

であり,玄米の初期発育が旺盛な割に,後期の充実が不良

で粒厚の発達の劣るような生育パターンをとる品種が腹自

粒を生じやすいとしている。

ひとめばれはササニシキより倒伏も少なく,登熟歩合や

千粒重は明らかに高かった (表 1)。 このことが,ひ とめ

ばれの活青粒,腹自粒,心自粒,発芽粒の発生を抑制 した

ものと思われる。
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表2 幼穂形成期+穂揃期追肥区の粒質別養分濃度

これらの粒質別養分濃度を調べたのが表 2である。両品

種とも完全粒と腹自粒,心白粒との窒素濃度の差は小さく
,

最大で01%の 差であり,ま た,発芽粒は完全粒並の窒素

濃度であった。ササニシキでは基肥窒素量が多くなる程完
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全粒の窒素濃度は高まる傾向にあったが,ひ とめばれでは

判然としなかった。活青粒と完全粒との窒素濃度の差は12

倍近くあり,腹自粒,心白粒との差に比べて大きかった。

燐酸濃度は活青粒>乳自粒≧心自粒>発芽粒>完全粒の

1慣であり,活青粒と完全粒の差は13倍程度であった。活

青粒と完全粒の加里濃度差は燐酸濃度の差よりやや大きく

14倍程度であった。

これらのことから,米の蛋白濃度を低くするためには
,

活青粒割合を少なくすることが必要と考えられた。

次に,玄米養分濃度の集積過程の愛 ヒを出穂後日数を追っ

て調査した。図 2は窒素濃度の推移をみたものである。窒

素濃度は出穂後日数とともに低下するが,基肥窒素量が多

い場合は窒素濃度も高くなった。さらに,追肥を行うこと

によって,出穂20日 後頃の窒素濃度は基肥区に比べ高くな

り,そ の後の生育過程でも基llL区 より高く推移した。 この

ことは,前報
2)の報告と一致する。

燐酸濃度の推移は窒素濃度とは逆に,米粒発育初期に増

加し,中期以降はほとんど変化しないパターンであった。

加里濃度の推移は窒素濃度同様に,出穂後日数とともに

低下した。

以上の結果から,米の蛋自濃度を高めないようにするに

は適期刈り取りが必要であり,むやみに刈り取り時期を早

めるのは活青粒を多くし,蛋自濃度を高める原因であり,

食味品質の面からの刈り取り時期の見直しが必要と思われ

た。

4ま と め

1)ひ とめばれの外観品質は耐肥性が強いためササニシ

キより良好であった。

2)粒質と養分濃度の関係では,活青粒が窒素濃度,燐

酸濃度,加里濃度とも最も高かった。

3)玄米窒素濃度は出穂後日数とともに低下 し,基肥窒

素量が多くなるほど高くなった。

4)追肥を行うことによって,出穂後の玄米窒素濃度の

推移は無追肥区より高くなった。

5)以上の結果,玄米の養分濃度は施肥法や登熟期の気

象条件によって大きく変動し,玄米外観品質に影響を与え

ていることが明らかになった。
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図 2 玄米窒素濃度の出穂後の変化 (H3サ サニンキ)
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